
必修 選択 講義 演習 実習 前期 後期 健 AT

大学入門セミナー 1 ○ ○

科学の基礎 1 ○ ○

統計学の基礎 1 ○ ○

情報科学Ⅰ 1 ○ ○

情報科学Ⅱ 1 ○ ○

生命のしくみ 2 ○ ○

物質と自然のしくみ 2 ○ ○

生命の化学 2 ○ ○

生命倫理 2 ○ ○

スポーツと健康 2 ○ ○ ○ ○

生涯スポーツⅠ 1 ○ ○ ○

生涯スポーツⅡ 1 ○ ○ ○

英語表現法Ⅰ 1 ○ ○

英語表現法Ⅱ 1 ○ ○

国語表現法 1 ○ ○

コミュニケーション学 1 ○ ○

人体の構造Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○

人体の構造Ⅱ 2 ○ ○ ○ ○

人体の構造演習 1 ○ ○

基礎運動学 1 ○ ○

人体の機能Ⅰ 2 ○ ○

人体の機能Ⅱ 2 ○ ○

スポーツ外傷・障害の予防(テーピング) 1 ○ ○ ○

鍼灸基礎実習Ⅰ（鍼基礎） 1 ○ ○

鍼灸基礎実習Ⅱ（灸基礎） 2 ○ ○

鍼灸理論Ⅰ（基礎） 1 ○ ○

医学概論 2 ○ ○ 17

アスレティックトレーナー概論 1 ○ ○ ○

スポーツコーチング論 1 ○ ○ ○

スポーツトレーニング論Ⅰ 1 ○ ○ ○ ○

JSPO-ATの役割 2 ○ ○ ○

トレーナー現場実習Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○

資格欄の表示は、資格を取得するために必要な科目となりますので、履修漏れのないように気を付けて下さい。

健･･･健康運動実践指導者資格を取得するために必要な科目

AT･･･アスレティックトレーナー資格を取得するために必要な科目

人間と生活

専
　
門
　
教
　
育
　
科
　
目

専門基礎
必修２６単位＋
選択１単位以上

左
記
以
外
で
専
門
教
育
科
目
の
選
択

東洋医学系

必修３８単位＋
選択６単位以上
尚「トリガーポイント
鍼療法」「スポーツ鍼
灸治療」「運動器の触
察法」「臓腑経脈治
療」の内必ず1科目以上
を選択すること

総合領域
必修１０単位＋
選択６単位以上

単
位
以
上

必修３単位＋
選択７単位以上

総
　
合
　
教
　
育
　
科
　
目

言語と
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

必修５単位＋
選択２単位以上

必修１単位

科学的思考
の基盤

必修２単位＋
選択４単位以上

はり灸・スポーツトレーナー学科　授業科目一覧

１　年　次　配　当　科　目

科　目　名
単位数 区分 学期 資格

履修方法



必修 選択 講義 演習 実習 前期 後期 健 AT

心理学 2 ○ ○ ○

教育学 2 ○ ○

英語表現法Ⅲ 1 ○ ○

英語表現法Ⅳ 1 ○ ○

中国語Ⅰ 1 ○ ○

中国語Ⅱ 1 ○ ○

病因・病態学Ⅰ 1 ○ ○

病因・病態学Ⅱ 1 ○ ○

臨床医学Ⅰ（医学総論） 1 ○ ○ ○

臨床医学Ⅱ（外科系） 1 ○ ○ ○ ○

リハビリテーション論Ⅰ 1 ○ ○ ○

運動生理学 2 ○ ○ ○ ○

食品栄養学 1 ○ ○ ○ ○

トレーニング科学 1 ○ ○ ○

バイオメカニクス 1 ○ ○ ○

コンディショニングⅠ 1 ○ ○ ○

リコンディショニングⅠ 1 ○ ○ ○

安全・健康管理とスポーツ外傷・障害の予防Ⅰ 1 ○ ○ ○

安全・健康管理とスポーツ外傷・障害の予防Ⅱ 1 ○ ○ ○

東洋医学概論Ⅰ 1 ○ ○

東洋医学概論Ⅱ 1 ○ ○

鍼灸基礎実習Ⅲ（鍼灸応用１） 2 ○ ○

鍼灸基礎実習Ⅳ（鍼灸応用２） 2 ○ ○

経絡経穴学Ⅰ 1 ○ ○

経絡経穴学Ⅱ 1 ○ ○

鍼灸理論Ⅱ（応用） 1 ○ ○

鍼灸理学併用療法実習Ⅰ 1 ○ ○

鍼灸理学併用療法実習Ⅱ 1 ○ ○

運動器の触察法 1 ○ ○
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スポーツトレーニング論Ⅱ 1 ○ ○ ○ ○

トレーナー現場実習Ⅱ 2 ○ ○ ○ ○

健康運動実習Ⅰ 1 ○ ○ ○

健康運動実習Ⅱ 1 ○ ○ ○

資格欄の表示は、資格を取得するために必要な科目となりますので、履修漏れのないように気を付けて下さい。

健･･･健康運動実践指導者資格を取得するために必要な科目

AT･･･アスレティックトレーナー資格を取得するために必要な科目

専
　
門
　
教
　
育
　
科
　
目

左
記
以
外
で
専
門
教
育
科
目
の
選
択

総合領域
必修１０単位＋
選択６単位以上

単
位
以
上

専門基礎
必修２６単位＋
選択１単位以上

東洋医学系

必修３８単位＋
選択６単位以上
尚「トリガーポイント
鍼療法」「スポーツ鍼
灸治療」「運動器の触
察法」「臓腑経脈治
療」の内必ず1科目以
上を選択すること

総
　
合
　
教
　
育
　
科
　
目

必修１単位

科学的思考
の基盤

必修２単位＋
選択４単位以上

人間と生活
必修３単位＋
選択７単位以上

言語と
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

必修５単位＋
選択２単位以上

はり灸・スポーツトレーナー学科　授業科目一覧

２　年　次　配　当　科　目

科　目　名
単位数 区分 学期 資格

履修方法



必修 選択 講義 演習 実習 前期 後期 健 AT

日本国憲法（法の基礎知識） 2 ○ ○

社会学 2 ○ ○

社会福祉論 2 ○ ○

臨床医学Ⅲ（内科系１） 1 ○ ○ ○ ○

臨床医学Ⅳ（内科系２） 1 ○ ○

リハビリテーション論Ⅱ 1 ○ ○ ○

衛生・公衆衛生学Ⅰ 1 ○ ○

鍼灸のリスクマネジメント 1 ○ ○

医事法規 2 ○ ○

コンディショニングⅡ 2 ○ ○ ○

リコンディショニングⅡ 2 ○ ○ ○

スポーツ医学概論 1 ○ ○ ○

救急対応 1 ○ ○ ○

経絡経穴学Ⅲ 1 ○ ○

東洋医学臨床論Ⅰ 2 ○ ○

東洋医学臨床論Ⅱ 2 ○ ○

鍼灸治療実習Ⅰ（運動器系） 2 ○ ○

鍼灸治療実習Ⅱ（神経系） 2 ○ ○

鍼灸診察法Ⅰ 2 ○ ○

鍼灸診察法Ⅱ 2 ○ ○

鍼灸関連療法 2 ○ ○

スポーツ鍼灸治療 1 ○ ○
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キャリア形成セミナーⅠ 1 ○ ○

キャリア形成セミナーⅡ 1 ○ ○

総合演習Ⅰ 1 ○ ○

スポーツ社会学 1 ○ ○ ○

障がい者スポーツ論 1 ○ ○

トレーナー現場実習Ⅲ 2 ○ ○ ○ ○

健康管理学 2 ○ ○ ○

健康づくり概論 2 ○ ○ ○

応急処置実習 1 ○ ○ ○ ○

フィットネス実習Ⅰ 1 ○ ○ ○

資格欄の表示は、資格を取得するために必要な科目となりますので、履修漏れのないように気を付けて下さい。

健･･･健康運動実践指導者資格を取得するために必要な科目

AT･･･アスレティックトレーナー資格を取得するために必要な科目

必修５単位+
選択２単位以上

専
　
門
　
教
　
育
　
科
　
目

専門基礎
必修２６単位＋
選択１単位以上

東洋医学系

必修３８単位＋
選択６単位以上
尚「トリガーポイント
鍼療法」「スポーツ鍼
灸治療」「運動器の触
察法」「臓腑経脈治
療」の内必ず1科目以
上を選択すること

総合領域

単
位
以
上

左
記
以
外
で
専
門
教
育
科
目
の
選
択

必修１０単位+
選択６単位以上

必修１単位

総
　
合
　
教
　
育
　
科
　
目

科学的思考
の基盤

必修２単位＋
選択４単位以上

はり灸・スポーツトレーナー学科　授業科目一覧

３　年　次　配　当　科　目

科　目　名
単位数 区分 学期 資格

履修方法

人間と生活
必修３単位+
選択７単位以上

言語と
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ



必修 選択 講義 演習 実習 前期 後期 健 AT

衛生・公衆衛生学Ⅱ 1 ○ ○

鍼灸治療実習Ⅲ（内科系） 2 ○ ○

鍼灸臨床実習Ⅰ 3 ○ ○ ○

鍼灸臨床実習Ⅱ 1 ○ ○ ○

経絡経穴治療 2 ○ ○

トリガーポイント概論 2 ○ ○

スポーツ鍼灸特論 2 ○ ○

レディース鍼灸 2 ○ ○

トリガーポイント鍼療法 1 ○ ○

現代鍼灸学 2 ○ ○

鍼灸美容 2 ○ ○

臓腑経脈治療 1 ○ ○

総合演習Ⅱ 3 ○ ○ ○ 17

総合ゼミ 2 ○ ○ ○

アロマセラピー 1 ○ ○

インターンシップ実習 1 ○ ○

資格欄の表示は、資格を取得するために必要な科目となりますので、履修漏れのないように気を付けて下さい。

健･･･健康運動実践指導者資格を取得するために必要な科目

AT･･･アスレティックトレーナー資格を取得するために必要な科目

専
　
門
　
教
　
育
　
科
　
目

専門基礎
必修２６単位＋
選択１単位以上

左
記
以
外
で
専
門
教
育
科
目
の
選
択

東洋医学系

必修３８単位＋
選択６単位以上
尚「トリガーポイント
鍼療法」「スポーツ鍼
灸治療」「運動器の触
察法」「臓腑経脈治
療」の内必ず1科目以上
を選択すること

総合領域
必修１０単位+
選択６単位以上

単
位
以
上

総
　
合
　
教
　
育
　
科
　
目

必修１単位

科学的思考
の基盤

必修２単位＋
選択４単位以上

人間と生活
必修３単位+
選択７単位以上

言語と
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

必修５単位+
選択２単位以上

はり灸・スポーツトレーナー学科　授業科目一覧

４　年　次　配　当　科　目

科　目　名
単位数 区分 学期 資格

履修方法


